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   Two cases in which Umbrathol, Thorium containing contrast media, employed for the 

purpose of spermatocystography, remained in the long duratin and caused some distur-
bances have been reported. 
Case  #1 32 years old, male 

   Spermatocystography was performed by transvasal injection of Umbrathol 2 years ago. 

Chaplet-like induration was palpable at the site of the spermatic cord and epididymis. 

The patient complained of dragging pain in the bilateral inguinal region. Bert's carmine 
staining was performed on the excised tissue and found numerous intra-and extracellular 

sedimentation of Umbrathol particles and inflammatory granuloma. 
Case  142 30 years old, male 

   Spermatocystography was performed by transvasal injection of Umbrathol 9 years ago. 

Simple X-Ray picture showed shadow of stone at the site of seminal vesicle.

緒 言

最近,放 射性物質 の使用が急激に増加 し,体

内に沈着 した放射性物質の長 期作 用に よる障碍

につい て世上種 汝論 じられ てお り,殊 に ラジウ

ム,ト リウムを使用 した患者及び螢光塗料工場

工員 において微量 の放射性 が長 期に作用す る時

には悪性腫瘍の発生が高 い ことも報告 されてい

る.吾 々は精嚢の レ線 撮影 の目的で使用 され た

含 トリウム造影 剤であるウンブラ トールが長期

にわた り遺残沈着 し障碍 を起 した2症 例 を得 た

ので以下に報告する ことにす る.

自 験 症 例

症例1,安 ○史○,32才,男 子。

初診:昭 和31年9月19日.

主訴:両 側鼠瞑部の索引痛.

家族歴:既 往歴に特記すべきものはない.

現病歴:昭 和29年4月 血精液を主訴として来院し,

右副睾丸尾部の腫脹と前立腺左葉の隆起と圧痛を指摘

された.又 当時両側経精管的にウンブラトール1.5ce

を注入され精嚢撮影を行つている.上 記所見により右

副睾丸結核及び前立腺結核と診断され抗結核療法によ

って自覚症状は治癒したと言つている.し かし昭和31

年4月 頃から両側鼠瞑部の索引痛を来し,再 び来院し

た.

局所所見

右副睾丸尾部に醜豆大の硬い結節と右精管に小豆大

の硬い結節を2ケ 触れるが,左 副睾JLV-結 節は触れな

いが,精 管には珠球状となつた結節を触れる。前立腺

部は右葉上部が軽度に凹凸不平に隆起腫大している.

検査成績

血液に異常所見はなく,尿 も正常,尿 道局所 ツベル

クリン反応に於いて軽度の発赤腫脹を認め精液は乳白

色2.5ccを 排出したが精子は認め得なかつた.以 上の

所見により副睾丸結核の診断の下に昭和31年9月24H
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両側副睾丸別除術を施行した.手 術副睾丸部は周囲組

織 と軽度に癒着していた。

別除標本所見

両側副睾丸尾部より精管上部にかけ,大 小の多数の

硬い結節を認めた.尚1部 結節は膿瘍状にやや軟らか

く切開するに乳白色の凝固物が充満していた.

組織所見

別除組織についてヘマトキシリン ・エオジン染色を

行った所,結 核所見はな く組織間に淡褐色のウンブラ

トール粒子と思われる穎粒状物を多数に認めたのでベ

ス ト氏カルミン染色により鮮赤色に染まる大小のウン

ブラトール粒子及び集魂が組織間に無数に存在し,組

織球に貧食さ煮た像も見られ,線 維性に増殖し又円形

細胞の浸潤も認められ炎症性肉芽腫の像を呈する,又

精管腔周囲に微細なウンブラトール粒子の溢流像を認

めた(FigI,皿,皿,参 照)

症 例1が 造影剤 ウンブラトールによる障碍であつた

ので,昭 和24年 か ら昭和29年 迄にウンブラトールを使

用した患者を調査し,来 院した患者13例 について注入

部位に一致した レ線単純撮影を行つた所,次 の症例に

ウンブラ トールの遺残によると思われる結石様陰像を

認めた.

症例 皿,白 ○義○,30才,男 子

昭和26年3月15日 慢性尿道炎の診断で ウンブラトー

ルを径精管的に注入して精嚢撮影を行つた。昭和33年

9月 再来したので精爽部単純撮影を行った所,核 部に

一致し数個の結石様陰像を認め,ウ ンブラトールが精

嚢内に沈着遺残している事を確認した.又 両側精管ウ

ンブラトール注入部に硬結を触れた.

その他,来 院した12例 のレ線単純撮影には残存陰影

は認められなかつたが,両 側精管のウンブラトール注

入部にはいずれも硬結或は結節を触れた(Fig.W参

照)

総括と考案

ウンブラ ト・・一一ルは1928年Bltthbattm,Frick,

kalkbrennerに ょ り合成 された,原 子番号90,

原 子量232で25%の 二 酸化 トリウムを含有す る

懸濁液 であつ て現 在米 国では輸 出禁 止 物 で あ

る.ウ ンブラ トールは強 力にレ線を吸収す るの

で トロ トラスbと 共 に造影剤 として1930年 頃 か

ら1945年 頃 迄診断の目的 に使用 され た.ウ ンブ

ラ トールは尿,蛋 白,血 清 に接 する と疑 固沈澱

す るので上部 尿路撮影 の造影剤 としては不適 当

で あるが.下 部尿路,精 嚢腺 の レ線撮影 に対 し

ては,粘 膜を刺激する事なく微細な側管像を描

出し得るため,造 影剤として消化管についで本

邦泌尿器科領域においても昭和7年 頃より応用

されていた.

放射線 エネルギーの大部分 は α粒子 によるも

ので あ り,物 質破壊の能 力を有す る事 よ り トリ

ウム含有造影剤 の生体えの応用は危険である事

は明瞭な事である.WilliamB,Looney等 は

肝 脾造影剤 として使用 され たbロ トラス}(含

トリウム剤)の 長 期追跡成績 の論丈に血液 に注

入 され た場合は主 として肝,脾,骨 髄等の網内

系た沈着 し,投 与後 の時間 の経過 と共 に トロ ト

ラ玄 トの大 きな集魂が出来 る事 が レ線的に証明

され,特 に脾及 び軟部組織へ浸 入の場合は組織

の破壊 とそれ に変 る線維症 を来 し組織の萎縮 を

来す と述べ.注 射 部 位 の硬 結や収縮 その他涙

管,上 顎洞,腎 孟,乳 腺管等.の 注 入後 の障碍 を

報告 し更 に長期にわたる徴量 の放射性物質 に よ

り悪性腫瘍や血液の異常 を発起 し易い と述べ て

い る.RousseyOberlingetGtierinは ト

リウムのラツテ 移 植 腫 瘍 に及ぼす影 響 を 研

究 した所,偶 然に トリウム肉腫 の 形 成 を報告

しているが,そ の後,吉 田,Selbie,宮 本,

Collins等 が追試 し同一部 位に繰 り返 し作用ぜ

しめる事 により1～3年 間に腫瘍 の発生を来す

と述べ てい る.叉 近時,人 体 腫瘍の異 種 移 植

実験 に トリウ ム剤 を併用する と抗体 産 生 を 抑

制 して好結 果が得 られ るといわれ てい る.本 邦

泌尿器科 領域 におい て,伊 藤 は3年3ヵ 月か ら

5年2ヵ 月に至 る尿道外遺残例,加 藤は9年5

ヵ月に亘る遺残 によるウンブ ラ ト ル肉芽腫例

を叉仁平等 は遺残例3例 を報告 し,そ の1例 に

扁平上 皮癌 の発生を確認 してい る.吾 々の症例

1は2年,症 例llは6年6ヵ 月に亘つ てウンブ

ラ トールが遺残 してい る.症 例Hは 当科で ウン

ブラ トールを使用 した患者 を調査 し来院 した患

者13例 につい てその後 の障碍 の有無 と注入部位

に一致 した レ線単純撮影 を行 い遺残を認 めた1

例 である.ウ ンブラ トールは病的粘膜面に強い

親 和性 を有 するが.2例 共炎症性疾患 の存 在の

下 にウンブ ラ}一 ルを使 用 した患者で ある.組

織学的 には悪性 化像は認 め得 なかつたが異 物性
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=炎症 性 肉芽腫の像を示している.加 藤,仁 平

等 も報告 している如 くトリウムが軟部組織特に

伸縮臓器に沈着する時にはその臓器の機能障碍

を来し易く,叉 放射性 トリウムという長半減期

の物質の沈着により徴量の放射線が長期に作用

する時悪性腫瘍発生の母地となり得る,従 つて

現在ウンブラ トールは使用されていないが,種

女の放射性物質を使用する場合には慎重の考慮

を払わつぱならない

結 語

精嚢腺 レ線 撮影に使用 された含 トリウ4造 影

剤 ウンブラ トールが長年に亘 り沈着遺残 した2

症 例 を報告 した.

御指導御咬閲を下さつた恩師加藤教授に感謝の意を

表します
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